
 

令和5年第11回 教育委員会会議 定例会 会議録 
 

1 日時  令和5年9月29日(金) 14時10分～14時25分 

 

2 場所  教育委員会会議室 

 

3 出席者 

教育長 武井政一 

委 員 上田敬子（議長）、大隈恵子、髙石双樹、安永卓生 

事務局職員 

教育部長(山田哲史)、教育総務課長(梶原康治)、学校教育課長(桑原昭佳)、 

学校教育課長補佐(岡松賢吾、平田隆輔、野見山和久、有吉ひろみ)、 

学校給食課長(宮本敏行)、生涯学習課長(中村達也)、生涯学習課長補佐(石川律子）、 

文化課長(坂口信治)、文化課文化財保護推進室長(渡邊淳) 

 

書 記 

教育総務課総務係長(大久保恵子)、教育総務課総務係員(湯浅美穂) 

 

4 案件 

(1) 議決事項 

議案第32号 飯塚市給食運営審議会委員の委嘱又は任命 

 

(2) 報告事項 

報告第33号 令和5年度飯塚市「学校開放日」の日程について 

報告第34号 嘉穂劇場クラウドファンディングについて 

 

(3) 協議事項 

①教育行政について 
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◆令和5年第11回教育委員会会議 定例会 会議録 

(開催日時：令和5年9月29日(金) 14時10分～14時25分) 

 

○上田委員 

 会議に先立ちまして、9月25日にご逝去されました故片峯誠市長のご冥福を祈るとともに、これまで飯

塚市の教育のために誠心誠意ご尽力いただいたことに、感謝の気持ちを込めまして黙祷をしたいと思い

ます。ご起立ください。では、黙祷。ご着席ください。 

それでは、ただいまより令和5年第11回教育委員会会議 定例会を開会いたします。 

 

■議案第32号 飯塚市給食運営審議会委員の委嘱又は任命 

≪説明：学校給食課長(宮本敏行)≫ 

 議案第32号「飯塚市給食運営審議会委員の委嘱又は任命」についてご説明いたします。 

議案書の1ページをお願いいたします。提案理由といたしまして、飯塚市給食条例施行規則第11条の規

定に基づく専門部会の設置に伴い、同施行規則第8条第2項、及び第4項の規定により、臨時委員を委嘱す

るため、本案を提出するものでございます。 

今回の専門部会の設置、及び臨時委員の委嘱につきましては、現在委託で運営をしています給食調理

等業務の契約期間が満了を迎えます「飯塚第二中学校区」2校、「小中一貫校幸袋校」及び、小中一貫校

穂波東校」につきまして、飯塚市給食運営基本方針に基づき、給食調理等業務の委託契約を行う業者の

選考を行うため、臨時委員を委嘱し、専門部会を設置するものでございます。 

議案書の2ページをお願いいたします。資料に記載しておりますとおり、今回の委託契約の対象となる

各学校の学校長または学校代表者の方2名、PTA代表の方2名、また、教育委員会において認める者としま

して、栄養教諭の6名、合計10名の委嘱をお願いするものでございます。 

議案書の3ページをお願いいたします。こちらには、臨時委員の委嘱後の、審議会委員全員の名簿を記

載しております。 

また、この名簿の下の欄外に記載しておりますとおり、臨時委員の任期につきましては、審議するべ

き事項の審議が終了するまで、となっておりますので、委託業者の選考を終えるまで、ということにな

ります。 

以上、簡単ですが説明を終わります。 

 

○大隈委員 

 飯塚市の給食は外部委託の状況はどうなっていますか。 

○学校給食課長 

 給食調理の委託につきましては、筑穂地区の4校、大分小学校、上穂波小学校、内野小学校、筑穂中学

校を除き、民間に委託しております。 

○大隈委員 

 ありがとうございます。いつも美味しい給食を子どもたちも喜んでいることと思います。 

 8月に広島におきまして、外部委託をした業者が倒産するということがありました。高校や専門学校、

一部に支援学校も含まれておりまして、子どもたちがとても大変な思いをしていました。万が一、飯塚

市の業者がこのようなことが起こった場合、どういう風な対処をされるのでしょうか。 

○学校給食課長 
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 業務委託の選考にあたりまして、まず仕様書の中で、学校給食の安定供給を確保するため「公益社団

法人の日本給食サービス協会」こちらへの学校給食業務代行保証への加入を義務付けております。この

代行保証の内容でございますが、業務停止等何らかの事情により、業務の全部または一部分の遂行が困

難となった場合は、協会が業務を代行保証することで学校給食の運営に支障をきたすことがないように

なっております。 

○大隈委員 

 ありがとうございました。市民の皆さんもその辺りのことは心配されていると思います。安定された

給食が保証されるということは良かったと思っております。これからもよろしくお願いします。 

 (原案可決(全会一致)) 

 

■報告第 33 号 令和 5年度飯塚市「学校開放日」の日程について 

≪説明：学校教育課長(桑原昭佳)≫ 

報告第33号「令和5年度飯塚市「学校開放日」の日程について」ご説明いたします。 

議案書の4ページをお願いいたします。新型コロナウイルス感染症の発生以降、これまで中止としてお

りました学校開放日を11月実施分より4年ぶりに再開することといたしましたのでご報告いたします。 

地域と共にある学校づくりを推進している本市において、学校開放日は日頃の学校での学習内容や取

組を保護者のみでなく、地域住民等に広く披露し、あわせて、教育活動への理解と協力を図るうえで重

要な行事と位置付けております。 

開催日は11月13日(月曜日)、会場は市立小・中学校に加え、福岡県立嘉穂高等学校附属中学校、飯塚

日新館小・中学校としまして、市内にある全ての小・中学校で開催いたします。 

以上、簡単ではございますが、報告第33号についての説明を終わります。 

 

■報告第34号 嘉穂劇場クラウドファンディングについて 

≪説明：文化課長(坂口信治)≫ 

報告第34号「嘉穂劇場クラウドファンディングについて」報告いたします。 

議案書の6ページをお願いいたします。 

本件は、昨年度に実施しました、嘉穂劇場クラウドファンディングの実施状況等について報告するも

のでございます。 

実施の目的は、今後必要となる劇場改修費の支援をお願いするとともに、募集を通して嘉穂劇場の現

状をお伝えし、関心を高め、新たな理解者や支援者の獲得を目的とし、実施いたしました。 

募集期間及び募集方法につきましては、令和4年10月から令和5年3月にかけて、「ふるさと納税」制度

を活用して募集を行いました。 

クラウドファンディングの実績につきましては、嘉穂劇場に対する寄附総額が5億2,864万5,000円とな

っております。ここから募集サイトへの手数料や返礼品等の必要経費を差し引いた1億8,264万6,848円が

嘉穂劇場事業へ充当が可能となっております。 

最後に寄附金の使用状況ですが、令和4年度に「嘉穂劇場耐震診断等調査業務委託費」に2,695万3,300

円を使用し、令和5年度には、当初予算額として、「令和5年度分の嘉穂劇場耐震診断等調査業務委託費」

及び「嘉穂劇場施設改修・管理運営計画策定支援業務委託費」に合計4,742万7,600円の使用を見込んで

おります。差し引き残額の1億826万5,948円については、令和6年度以降に想定される工事設計等への充

当を見込んでおります。 
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嘉穂劇場に対し、ご支援いただいた方々の想いを踏まえ、劇場再開への取り組みをより一層進めてま

いります。 

以上、簡単ではございますが報告第34号の説明を終わります。 

 

■教育行政について 

○大隈委員 

 8月より穂波庁舎3階でキャリア教育として、スチューデントシティなどが始まっておりますが、進捗

状況や実際に体験した子どもたちの様子などがわかりましたらお願いします。 

○学校教育課長 

 実施状況と本年度の予定についてです。令和3年度から実施に向けて取り組んでまいりました飯塚子ど

も体験型キャリア教育授業ですが、本年1月施行実施を経まして、8月29日から本格実施となっておりま

す。同日、小学校5年生を対象としました経済体験学習授業「スチューデントシティ」を皮切りに、9月

22日からは中学校1年生を対象とした生活設計体験学習授業「ファイナンスパーク」をスタートさせてお

ります。本年度は8月から1月までの間、スチューデントシティを17回、ファイナンスパークを16回開催

することとしております。 

 実際にこの授業を体験しました子どもたちの反応についてですが、アンケートでは大変好評でござい

ます。学びの効果を子どもたち自身で感じることができているようです。また、子どもたちの成長を1日

で感じることができるため、学校での評価も好評となっております。 

 運営体制ですが、学校教育課と生涯学習課が連携しまして、事業の運営にあたりましてはキャリア教

育マネージャー1名、生涯学習マネージャー1名が中心となっております。その他に市民ボランティア、

企業ボランティアのご理解とご協力を経て、進めているところでございます。 

○大隈委員 

ありがとうございます。市民ボランティアは何人ぐらい参加されているのでしょうか。 

○生涯学習課長 

今のところ登録されている市民ボランティアは、全部で登録者としては43名となっております。すべ

ての方々に対してではありませんが、その方々にお願いをしております。 

○大隈委員 

 ありがとうございます。たくさんの方に支えられて、良い事業が始まったと思っております。私たち

教育委員も一度是非見てみたい思いがありますので、これから益々発展していくことを願っております。

よろしくお願いします。 

 (継続審議) 

 

○上田委員 

以上をもちまして、本日の全ての議題の審議は終了いたしました。 

これをもちまして、令和5年第12回教育委員会会議 定例会を閉会いたします。 

なお、次回定例会につきましては、令和5年10月16日（月）10：30からです。 


